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論

日
銀
物
情
指
数
四
肝
究

四

六
五
宍

議

第
二
十
巻

(
第
四
掛

日
銀
物
債
指
数

研

究

の

(
一
一
・
完
)

汐

夏E

見

以
上
は
日
銀
物
腐
指
数

ω材
料
を
用
ひ
て
、
そ
の
士
山
し
て

O
る
所
九
官
、
臭
っ
た
方
法
で
求
め
た
の
で
あ
る
。
今

度
は
真
に
一
歩
を
進
め
て
、

そ
の
整
理
に
常
る
事
ご
す
る
。

第
一
は
物
債
指
数
の
配
列
り
問
ご
表
み
ご
で
ゐ
る
。

二
百
七
十
四
ゲ
月

ω
物
債
指
数

ω
砲
を
示
す
の
仁
和
々
の
方
法
が
あ
る
o

平
均
一
か
を
の
最
も
簡
単
な
る
も
の
で

あ
る
。
例
へ
ば
米
の
筒
別
物
侵
指
数
の
型
は
、

そ
の
幾
何
乎
均
一
五
七
・
九
四
で
示
す
事
が
出
来
る
。

然
し
一
五

入
・
九
四

t
一
五
六
・
九
四
ご
の
算
術
平
均
も
一
五
七
・
九
四
で
あ
り
、

三
0
0・
九
四
ご
一
四
・
九
四

Z
の
算
術
卒

均
も
亦
一
五
七
・
九
四
で
あ
る
。

一
方
は
其
慌
が
ち
が
庚
い
範
固
に
及
ん
で
ゐ
る
の
に
、

他
は
非
常
に
狭
レ
の
で

あ
る
。
蕊
に
配
列
的
闘
が
問
題
ご
な
る
の
で
あ
る
。

今
卒
均
が
同
じ
で
あ
っ
て
配
列
の
隔
の
遠
ふ
場
合
を
、
質
例
に
よ
b
一
不
す
ご
突
の
如
〈
で
の
る
o

ー
は
こ
丙
七

十
四
ヶ
月
間

ω
砂
糠

ω
筒
別
物
園
開
指
数
日
は
同
一
期
間
に
於
り
る
木
蝋

ω
筒
別
物
贋
指
数
で
ゐ
れ
。

縦軸には官穀物倒指般に周する横軸には筒~IJ物園指般を封取目盛にて示 L、

月馳走普泊目盛にて示す
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進
ん
で
配
列
の
帽
に
及
ぶ
必
要
が
あ
る
。

叉
卒
均
及
び
配
列
の
隔
が
同

ιで
あ
っ
て
も
、

共
上
下
が
よ
〈
調
和
が
Z
れ
亡
ゐ
る
炉
、
叉
は
上

ゐ向
るき
力通 1: 

を歪
生日 /し

るで
必ゐ
要る
カタ カミ
ゐ、

る或
。 IJ

配下
列向
のき
11I冨に
が歪
大ん
儲で

同
じ
で
あ
っ
て
而
も
歪
み
方

ω違
っ
て
ゐ
る
質
例

ご
し
て
大
正
三
年
八
月
乃
至
大
正
十
二
年
七
月
り

綿
続
、
石
炭
、
洋
紙
の
筒
別
物
慣
指
数
を
採
用
し

論

護

日
担
物
慎
指
動
自
明
党

-
ご
H

Z
は
同
じ
幾
何
平
均
含
有
し
て
ゐ
る
が
、
配
列
の
闘
よ

り
見
れ
ば
砂
糖
が
木
蝋
よ
り
も
確
に
大
で
あ
る
。
蓋
し
前
者
が
梅

小
四

0
・
二
九
(
封
町
一
二
ハ
O
五一
λ
大
凹
)
よ
り
始
ま
り
は
柑
大
三
一

一
二
(
針
酎
二
・
凹
九
二
九
三
λ
七)

に
鯵
勺
て
ゐ
る
の
仁
、
後
者
は
五

一
二
・
九
六
(
封
酎
工
七
三
二
O
七九
O
)
正
二

O
九
・
七
一
一
(
封
撒
二
二
一
三
一
大

円
八
と
=
の
間
ぞ
往
来
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
二
百
七
十

四
ヶ
月
の
物
債
指
数
を
整
理
す
る
に
嘗
つ
で
も
、
卒
均
よ
b
夏
に

第
二
+
巻

(
第
四
貌

四

) 

式
五
七

. 
財部博士 枇骨統計前綱 329-330頁4) 



1: 
0) 

で
ゐ
る 青空
c* 

日
銀
物
伺
指
監
白
肝
究

四
四

六
五

λ

(
第
四
競

論

第
二
十
巻

ー
綿
線
は
上
下
の
調
和
が
ご
れ
て
ゐ
る
場
合
、

日
石
裁
は
下
向
き
仁
歪
み
、

凹
洋
紙
以
上
向
き
に
歪
ん
で
ゐ
る

質
例
で
あ
る
G

故
仁
配
列
の
幅
よ
ム
り
夏
に
一
歩
を
進
め
て
、
歪
み
の
問
題
に
赴
〈
必
要
が
あ
る
。

問
。

3
-
o
〕、

配
列
の
幅
及
び
一
企
み
の
研
究
仁
は
初
々
の
方
法
が
あ
る
が
、

(
伊
川
伊
)
‘
ゲ
3

2
『

E
E
A
g
E
-
g
(
p
d
m
v
u
p
)
を
斐
干
し
た
の
で
ゐ
る
o

夏
日
目
。
三
々
の
よ
長
ユ
回
一
0

2
5の
補
幼
芭

L
て

医

主

降

を

計

算

し

、

三

2
r
z
u
r
z
g
の

他

に

医

詐

市

礼

降

吉
田
口

ω
1
5
h
】

を
求
め
た
。
蓋
し
物
債
指
数
そ
の
も
の
、
聞
に
存
す
る
関
係
を
見
ん
が
匁
め
に
は
、
絶
掛
数
を
基
礎
ぜ
せ
る
配
列

私
l:t 

に
従
ひ

〔
』
戸

E
E巴
の
品
。
吉
川
凶
位
。
ロ

の
幅
R
A
び
歪
み
よ
り
も
、
前
礎
化
の
割
合
を
標
準
正
せ
る
そ
れ
の
方
が
、
目
的
に
か
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
情

』

E
3円
]
印
斥
己
主

E
P
浜
町
三
戸
内
田
中
。
E
雪山江戸一
2
を
知
る
に
必
要
な
る
材
料
、
郎
も
上
四
分
位
数
(
岳
町
内
二
EaF)

下
四
分
位
数
(
一
0
3
宅

-EZ)
中
位
数

(EEED)
は
も
ど
よ
り
、
最
高

7
2
2
E
)
最
低

(EE--ニ
コ
)
上
十
分
位
数

(ZB-o

ニ
2
5
下
十
分
位
数
(
」
2
2
骨
E
F
)
を
も
算
定

Lτ
、
表
示
の
精
密
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
此
手
，
耐
を
施
す

ご
、
筒
別
物
間
関
指
数
、
稀
類
物
債
指
数
及
び
総
物
債
指
数

ω型
を
一
層
明
か
に
一
市
す
事
が
出
来
る
ω

先
づ
第
一
に
重
要
品
目
十
四
を
選
び
、
各
償
一
別
物
債
指
数
の
配
列
の
幅
及
び
歪
み
を
算
定
し
た
の
で
あ
る
o

穀，

物
の
代
表
ご
し
ー
は
米
及
び
小
勢
、
調
味
料
晴
好
日
開
よ
り
紗
糖
、
日
本
酒
ぞ
選
び
、
繊
維
工
業
品
ょ
の
生
紙
、
規
一
一

童
、
綿
緑
、
金
属
よ
り
洋
織
、
銅
、
燃
料
よ
り
石
炭
、
建
築
材
料
よ
h
木
材
、
特
殊
工
業
口
問
よ
h
J
は
洋
紙
を
採
用

縦軸には首該物債指瓢に屈する航軸には箇別物倒指離を封尉目盛にて示 L、
月般を普通H盛にて示ナ
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し
た
の
で
あ
る
o

向
こ
の
十
二
重
要
品
目
に
加
ふ
る
に
、
政
府
一
塁
良
品
ご
し
て
調
味
料
噌
好
日
聞
に
属
す
る
両
洋
認

さ
撹
己
を
加
へ
た
。

。
。
。
。
。
。

第
二
表
は
明
治
三
十
三
年
十
月
よ
ら
大

E
十
二
年
七
月
に
至
る
聞
の
十
四
例
別
物
債
指
数

ω型
で
あ
る
o

第
洋 本 石 鍋 洋輔1羽生 F耳 目 撞 砂 1]、米

二百''1三

品t締霊締長沼

表

筒
別
物
倒
指
耽
白
配
列
の
陥
及
び
歪
A

V

(

明
治
ニ
十
三
年
十
円
乃
至
大
正
十
二
年
七
月
)

最

概要耳

-一九一一
-
E
一

一
両
昔
・
五
恒

三
一
-
一
=

一
九
回
・
守
一

=
四
四
・
八
也

一計百(・川口

2
2
4
・七じ

三一
J
(

・一日

司
石
・
一
一
四

四九回・一一一一一

一
八
口
・
口
A

ユ
内
八
・
一
一

一
円
五
・
一
一

吾
首
・
正
品
川

紙材炭

品
目仏憎

議

高

土
四
分

位

劃

一
一
弓
?
同

--Z肯
空
三
一

一
起
一
・
一
九
一
=
一
子
宮
山

一
正
也
・
豆
七
一
一
一
亘
・
Z

四

一
一
一
子
一
一
点
-
一
一
八
・
口
主

主
問
・

2=-・
-E

一
五
六
・
き
一
口
回
・
喜
一
一

一
完
-
Z
一
-
一
三
・
克

一
六
五
・
旬
九
一
一
一
白
了
-Ed-

-一HE--
一A-
哩
7
童

話
千
五
一
一
一
雪
一
・
一
量一

一
円
九
・
三
一

-
E
一
・
=
再

三
三
・
口
九
一
八
-
・
4
同

一一同
-
J
一
昌
一
一
面
・
八
唱

一
一
百
八
・
一
口
-
墨
田
・
口
耳

上

十

分

位

蜘

日
朝
物
慣
指
般
の
研
究

巾

位

蚊

八
四
・
八
回

き
・
八
均

一8
・き

一
一
ユ
・
八
E

h
-
-
t
z
 

-
D
-
・
翌
日

A
E
・一一

八
平
完

全
・
向
-

4
-
一
主
一

室
・
九
百
一

A
口・占

Z

A--
・E
D

Z
・耳目

ド
四
分

位

扱宮

7
A
-

八一・育園一

八
D
・耳八

九
八
・
回
調

八
子
蓋

AE--

・宅

4
h
一・ロパ

岨
ハ
・
宍

ga八九

-耳目

F-E司

君一・町、田

君
7
-
R
4
4

章・

2
2
・歪

下

十

分

位

蜘-一九・一回

五一・口二一

回一一・九九

也一品・同点

空
一
・
内
A

七孟・一一旬

七回・-ゴ一

三・一一九九

」
一
子
五
一

U
2
h
・品一一

町
九
・
七
八

、
毛
、
動

一，
P

J

j

中山古・ユ九

i艮

、t
E
E
'
l
i

、r'
t
t
'
Jノ

肥

列

の

幅

歪

み

五
τι

・九
A

吾
・
室

巴
・
-
五

三一一品・也孟

さ
7
一一七

四
九
・
一
白

山
四
・
七
一

山
λ
・軍一

五
苧
式
市

幸】・耳一

円四・↓一亙

同
A
・己一

六
一
・
点
九

式
A

・一一一
J

第
二
十
巻 低

一
五
・
九
一

一
=
・
口
七

一一一一・五八

一
回
・
ヘ
門

一回
a
三
烹

一
〔
}
・
ベ

ユ
一
・
八
一

一同・五月八

去・口一一一

=一一す↑品

↓一一
0
・
A
一

号
一
・
五
回

二
回
・
九
口

同
戸
・
一
正

(
第
四
娩

一rq・
}
童
三

十

D

・Z
2

4

口・一{〕口

ナ口・口二一一

+
口
・
主
主

立
口
・
ム
2
3
3

口

+
口
・
式
七
山
目

ナ
口
・
六
八
ム
ハ

ド

0
・
内
し
主

+
口
・
A
一孟

+
口
・
コ
一
包

+
口
・
会
片
〕

+
口
・
ぃ
苫
一

+
口
・
空
-
一

凹
干壬

喜重量三重量喜善望書室聖書室

ハ
五
九

十++ + +十十+凸十ムム十+
口口口口 0000=0口口口口
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論

設

日
組
物
慣
指
動
。
研
究

第
二
十
巻

(
第
四
抗

四--，、

銅
、
小
市
営
、

』

E
E
O
Lの
母
民
自
の
順
か
ら
云
へ
ば
、
石
炭
、
洋
紙
、
綿
紙
.
洋
鎖
、
米
、
木
材
、
羽
二
重
、
生
紙
、
砂
糖
、

ハ六

O

日
本
酒
、
雄
、
西
洋
実
Z
な
り
、

ω
Z
E
g

洋
錦
、
木
材
、
羽
二
重
・
生
紙
、
綿
称
、
小
市
皆
、
米
、

か
ら
見
れ
ば
、
石
茨

(
+
G
・
入
七
六
)
、
洋
紙
、
西
洋
葉
、

日
本
酒
、
銅
、
砂
糖
、
雄
二
0
・0
三
巴
の
順
序
正
な
る
。

然
し
、

こ
れ
金
本
位
制
確
定
以
来
最
近
大
震
災
迄
の
重
要
品
物
債
の
盤
還
の
縮
闘
で
あ
る
o

ニ
の
二
十
三
年
の
長
時
期
の
閉
じ
は
世
界
戦
争
の
勃
後
Z
云
ふ
異
常
の
大
事
件
で
あ
っ
た
か
ら
、
ニ
れ

を
中
心
に
し

τ前
後
の
二
時
期
を
ふ
川
た
ね
ば
な
ら
ぬ
c

先
ワ
世
界
戦
争
勃
後
以
前
即

L
明
治
三
十
三
年
十
月
乃
至

大
正
三
年
七
月
の
物
債
を
調
べ
る
。
第
三
表
が
こ
れ
で
あ
る

U

第
米砂挫日

本

酒

閥

梓

茸

生

綿
初

二

重

表

倍
別
物
債
指
肱
由
配
列
の
幅
及
び
歪
h

V

(

明
治
一
一
一
十
三
年
十
月
乃
豆
大
正
三
年
七
月
)

最

糖委甚

三一回・き一

一o-了口点
一

一二口・八七

一一一九・九口

一口口・口凶

一口同・一品一

一-五・四三

一??九一一 高

上

十

分

位

駈
一一一了七己

主
?
包
九

一口元・器国

一一一方・一一月

実・
4
4

一口同・吾一

会一
-
A孟

AA?三九

土
問
分

位

動向一・一唱

九口・八申乃

島咽・司回

一
石
・
史

書一・一一茸

一口一・
4
h

AZλ-
一

会
会
一

中

位

搬

夫
-
E

一

八肯・

=R

へ回・=町

一一口・口一一

会
・
室

盆・-軍

A
D
-
-
b
 

八口・品目姐

下

四

分

位

鑑占口・一穴

空
宇
哩
一

E
晶
・
九
九

毘
・
充

実
・
設

費
回
・
一
茸

右・
Z
唱

主
?
一
Z

下

十

分

位

般号一・=一一

喜一・正一品

目
7
古
品

開{)・一三

h
A
・五
A
(

吉
一
・
三
四

己主・ェ↑円

肯
z
・ニ内

最
z
h
H
・品目八

需
・
室

回口・-一九

呈
・
主

喜一--福

}奈川・一向

者ハ・一コ

内向・
E

一
1'¥ 

、I
l
l
1〉
l
i
t
-
-ノ

町

列

山

幅

歪

み

E 同八七四八包口

元呈主主哲夫老望

ト
ロ
・
ニ
一
一
-

A
口・手九一一

A
D

・2口一

品
口
・
八
一
耳

ムロ・
1
4
ユ

ム
口
・
一
一
九

+
口
・
=
一
三

+
口
・
一
六
七

謝

殿

、、I
l
i
-
-
、ria-'yjp

m列
目

幅

歪

み

ロ
・
皇
室
+
口
・
一
四
九

口・
D-
元
調
品
口
・
回

-Z

口
・
一
口
盟
会
・
回
孟

ロ
・
一
九
ハ
耳
且
口
入
室

口・

E
一
五
宵
凸
口
・

z一回

口
・
白
九
九
九

A
口
・
吾
完

0
・
9
r
z
+
ロ
・

z-D

D
・
-
E
2
+
口
・
喜
一



洋本石銅詳織

鍛緋

一D
U
・一
A

A
U
-
-
一員

三瓦・同一向

品目・
A
口

九五・一回

包
丁
一
首

紙材炭

線
、
銅
、

』ロ
ω
ユL-Lod~円

hwzoヨ

小市賞、

回
目
内
向
宅
口
内
切
M
W

九一・
2
九

七一一子山手八

一口三・一古

金
・
一
回

喜一
7
九九

七一・
5
回

宅金会突き晶

圭き空会畠輩

宍
・
E
-

R
4

・z
一

A
E
・実

君
・
一
克

宍
・
宍

宅・
E
E

突き空宅歪突

完全会会 2 完

古
了
吾
一

点口・
A
圃

七月・口一一

五省・

zh唱

点
目
・
丸
一
-

式問・回口

王子主一一

五五百・耳一

一一面・-孟

回目ハ・
2

一

向一・円九

円卓・一一一一

口五九九エ九
・
j可'"cコ .'1""， .:Jr... 写J
E 昌三 ::0.0，: 口 " 

A
D
・一五一

中
口
二
回
一

キ
口
・
ニ
=
孟

八
口
・
五
九
h

A

口・
z一L
回

A

一・口口口

ロ・ロ
Z
Z
-
一

口・ロ
-nU4

口
・
ロ
回
咽
田

口・口一鼻音古

口
・
司
E
Z
ハ

ロ
・
口
昌
一

己
D
・一一白血

+
口
・
三
一
一

トロ・一八日同

A
U
D
・
哲
夫

ιロ
・
園
宍

凸
一
・
ロ
ロ
ロ

よ
り
云
へ
ば
、
撞
の

0
・
一
九
人
五
が
最
高
で
あ
っ
て
、
砂
糖
、
両
洋
葉
、
米
、
石
炭
、
綿

じ

τは、 日
本
酒
、
木
材
、
瀦
二
重
、
生
紙
、
洋
錨
を
へ
て
洋
紙
の

0
・
0
0
四
一
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

+
0・
三
一

O
の
生
総
を
筆
頭
に
、
銅
、
米
、
初
二
重
、
洋
織
を
へ
て
企
に
入
り
、
西
洋

て
ゐ
る
。 日

本
酒
、
綿
称
、
砂
糖
、
木
材
、
小
姿
、
石
炭
、
連
の
順
序
を

t
h、

蓑

最
後
に
洋
紙
ム
一
・

0
0
0が
位
L

一
見
に
戦
守
勃
後
後
郎
も
大
正
三
年
八
月
か
ら
大
正
十
二
年
七
月
迄
を
見
る
。

第
砂!]、米

論
四

表

筒
川
物
倒
指
政
由
配
列
目
幅
及
刊
日
歪
A

m

(

大
正
コ
一
年
八
月
乃
圭
大
正
十
二
年
七
月
)

最

精霊耳

一一九一一
-
Zて

-一円七・罰七

三一一・=一

叢

高

上

十

分

位

監
一一司守哩一

一一口一・川
A

一百一

-h吉一

日
銀
物
情
指
針
。
研
究

上

凹

分

位

取
ユ一宍・
Z
一

一
室
・
八
口

一E
h
・八一

中

位

動

-
E

口・口同

一哩一・吾一

一一量・一九

下

山

分

位

監A
E
・
宍

一
塁
・
宅

=
胃
・
目
元一

下

十

分

位

蜘守
千
円
五

A
A四
・
虫
干
晶

一口九・内八

封

般

開
叫
計
川
副
)
み

ムロ・口
Z
J
一

0
・
Z
E
-
-
E
4
口・=一肯固

ム
ロ
・
口
七
三
一
口
・
=
喜
-

A

0

・ニ
E
一

+
口
・
一
王
国
口
・
口
宍
八
+
守
口
蓋

H 
hぇ

、‘‘.aBEE---〉
1aa--'t'J

即

刑

囚

幅

歪

与

均一・回一一

七孟・口高

一口一
T
A同

第
二
+
巷

低

同一・同ニ

芸・】吉一

=一・省一

(
第
四
暁

四
七
)

大
六



論

議

日
鉱
物
情
指
数
白
研
究

高

上

十

分

位

阻
一七九・五一一九

一
コ
六
・
一
八

一塁一ハ・五口

一一一一・ロニ

ニ
ロ
一
・
同
内

ゴ一一八・也一

一-てあん・三八

一
向
一
・
九
九

ユ
五
子
四
一

=証人世・一点

E
T

回・立一

上

阿

分

位

艶
一
喜
一
・
-
毘

-
八
-
・
一
一
口

一
衰
・
E
E

Z
口
・
占
呈
一

一
章
一
・
省
内

喜
一
一
・
囲
内

ニ
国
字
唱
(
]

-
究
・
吾
一

=
一
主
・
=

昌
一
・
一
一
吉

き
八
・
完

中

位

劃

-
Z
7
宍

=一一・
ZE-

-一
--z一
一
一
夫
・
芸
市

一
一
言
・
謹

一
葉
・
哩
一

一
九
四
・
一
九

一{一八・
Z
口

一
八
九
・
口
一

一
足
孟
・
旦
回

-
A
0
・耳肉

下

四

分

位

動
九
九
・
回
目

空
・
章

一白血・
za一

=
口
・
回
一
一
-

一
口
回
・
一
口

一
宍
・
岩

吉
一
子
豆
一

一
口
回
・
ロ
唱

一
一
一
・
一
一

八
九
・
内
三

一
一
重
・
=

下

寸

分

位

鍛
九七・
0
A

A
7口五

一(」回・三三

白川・圭一円

台同・一言一

A
A
・耳正

一〔冗・一一元

九
回
・
一
一

七

47屯一

占有五・
A

一

七
日
・
五
口

第
二
+
巻

へ
第
四
暁

四
八
)

円

耳元

、、B
・E
・-'a
、rE
E町時
aa.
，r'

租

則

の

幅

歪

み

九日・一
Z

式
首
・
一
方

石
川
・
2

豆

中山同・七一

六九・同(〕

五
す
式
K
A

包
五
・
口
一

七
千
金
一

匂一・~一一九

唱
門
・
三
ヨ

七
円
・
耳
口 低

三
一
・
九
一
]

雪
7
七三

一六・口九

3

口
・
一
豆

五一・
2
三

4-
一万三一石

一(=・一(一

一一一三・当士一

ヨ
了
湾

省
六
・
一
九

八
?
同
九

八口・一一一
2

1??一-一一五

十
口
・
三
回
一

1
f
c
・。ぃ苫

A
D
-
-
ヨ瓦

+
口
・
一
五
五

+
白
人
口
七

a

D
・口八
D

A
D
-
=

回一

+
口
二
回
一

+
口
・
同
主

、4

、
f

プ

封

服

、、
B
E
E
-
E〉
E
'
E
E
B，ノ

耐
川
列
白
幅
歪

ho

ロ
・
一
ロ
ハ
固
凸
ロ
ム
石
一

口
・
一
回
孟
一
ロ
ム
ロ
・

2
一八

?
口
八
八
{
}
+
口
・
一
己
四
百

口
・
口
白
血

A

D
・
口
一
元

口
・
一
日
雪
一
品
口
・
一
一
一
空

白・一
E
田

D

A

D

-

口一
E

D--喜

一

口

凸

0
・一
-
E

口
・
宅
八
回
会
・
-
宍

口
・
一
曹
長
一
姐
凸
口
・
回
一
(
}

白
・
三
喜
一
ム
ロ
・
-DEE-

-

口
・
一
世
口
十
口
・
一

zt

円
本
酒
、

第
四
表
を
見
る
O

品

2
山
片
山
自
で
は
、
木
材
の
一

0
・
一
二
五
二
よ
り
始
ま

b
、
米
、
洋
紙
、
石
炭
、
綿
線
、
洋
銭
、

最

控日

本

別

問

芹

英

生

総
羽

二

重

綿

赫
沖

城
銅石木洋

一九一向・均一一

三回円・
A
七

一
吾
川
・
五
0

4

山
正
・
哲
也

豆
一
自
・
一
点

哩
石
・
六
回

同ん問・一一一一-

一A
口
・
口
八

一一向
A
・一一

一一一一五・=一

一
元
凹
・
五
九

る。

ω
百
空
耳
切
切
で
は
、

瀦
二
重
・
生
線
、
西
洋
葉
、
銅
を
へ

τ、

紙材1I<':
小
婆
、
捕
、

十

0
・
二
九
六
の
洋
紙
よ
り
始
ま
り
、

最
後
に

0
・
0
六
八
ん
の
砂
糖
に
終
る
の
で
あ

日
本

西
洋
賞
、

砂
糖
を
へ
T
ム
に
入
b
、
綿
紙
、

酒
、
生
紙
、
木
材
、
洋
織
、
鋼
、
小
市
賞
、
羽
二
重
、
米
、
捕
、
最
後
に
ム

0
・
四
一

O
の
石
炭
に
終
る
の
で
あ
る
。

ωrnrぐロ
O
詰

大
穂
に
於

τ
、

に
至
つ

t
は、

止め母
Z
E
が
戦
前
よ
り
も
戦
後
に
於

τ大
ご
な
っ
て
ゐ
る
事
は
明
か
な
る
事
賞
で
あ
る
が
、

+
よ
り
ム
の
方
に
推
移
し
て
ゐ
る
も
の
、

又
は
逆
の
方
向
を
ご
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ



っ
て
、
容
易
に
断
定
を
下
し
難
い
。

一
見
に
戦
前
戦
後
の
《
凶
作
戸
山
口
昨
日
。
ロ
及
び
会
作
者
ロ
日
ω

を
箇
々
の
物
倒
指
数
に
つ
い
て
調
ぺ
る
さ
、
興
味
深
き
事
費

を
愛
見
す
る
の
で
あ
る
。
戦
前
よ
h
戦
後
仁
向
っ
て
件
。
三
目
的
ω

が
+
よ
一
均
一
ム
へ
の
方
向
を
た
y
」
っ
て
ゐ
る
も
の

正
し
て
米
、
生
品
川
、
初
二
重
、
洋
鎖
、
銅
の
五
を
教
へ
、
逆
の
方
向
を
ご
っ
て
ゐ
る
も
の
は
残
徐
の
小
委
、

糖
、
撞
、

日
本
酒
、
西
洋
葉
、
石
決
、
木
材
、

洋
紙
の
九
ロ
聞
で
あ
る
。

L
E庄
内
。
ロ
で
は
、
砂
糖
が
戦
前
の

0
・一

O
四
七
よ
ら
戦
後
に
は

0
・
0
六
入
入
に
減
じ
、
西
洋
支
が

0
・
0
九
九
九
よ
り

0
・
0
入
入

O
に
減
じ
、
撞
が

0
・

一
九
入
五
よ

h
0・一

O
八
四
に
減

ιた
の
を
例
外
ご
し
て
、
他
の
商
品
の
身
母
coロ
は
い
づ
れ
も
増
加
し
て
ゐ

る
。
特
に
、
洋
紙
寝
前
0
・0
0
四
一
職
後
0
・
一
七
九
O
)
、
木
材
(
職
前
0
・0
コ
一
三
八
戦
後
0
・
三
五
ニ
)
、
洋
銭
高
前
0
・

ox

七
職
後
0
・一五ニ
O
)
仁
至
つ
て
は
、

非
常
な
る
増
加
で
あ
る
。

以
上
十
四
重
要
商
品
を
調
べ
た
が
、
更
に
五
十
六
品
目
の
纏
一
や
均
及
び
穀
物
、
調
味
料
晴
好
口
問
、
繊
維
工
業
品
、

金
属
、
燃
料
、
建
築
材
料
、
特
殊
工
業
品
、
肥
料
、
雑
品
に
つ
き
、

そ
の
配
別
の
一
附
比
ぴ
歪
み
を
算
定
す
る
。
勿

論
、
五
十
六
の
筒
別
物
価
唄
指
数
の
幾
何
卒
均
よ
h
し
て
線
物
侵
指
数
を
算
定
し
允
る
が
如
〈
、
穀
物
其
他
品
種
類

物
債
指
数
を
求
h
u
る
に
営
っ
て
も
、
嘗
該
筒
別
物
債
指
数
の
幾
何
平
均
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
向
猪
間
皐
士
に
従

ひ
線。、
zp.。油
均。は
及。調
ぴ。味
穏。料
類。噌
物。好
街。ロ

n" 
指。の
数。中
を に
二入
十れ
三る
年事
の ご
杢し
期 t，-
t: 0 

つ
L、
て
調

'" 
第
五
表
を
得
た
の
で
あ
る
o

論

議

日
銀
鞠
伺
棺
鑑
田
研
究

第
二
十
巻

(
第
四
就

四
九
)

F、
1ぐ

砂

猪岡皐士 前掲論文る)



第
般

物
調

味

料

暗

虹

品

繊

維

工

業

品

企

図
燃

料

建
築
材
料

特

叫
工

業

品

肥

料

雑

品

純

平

均
品

Jlx. 

業

日
鉱
物
倒
拍
動
白
川
究

広z

上

十

分

位

監
一
七
千
-
一
凹

上

四

分

位

取--π
・2

-一=-A
4

一四八・一一

-
Z
7
完

-z-
・回白川

『
一
言
・
突

一
聖
子
岳
一

吉
毘
・
官
九

一
喜
一
・
回
九

一回

Z
7
2

中

位

監

八宇一一一一

島一・四一

盆企色直会三完 品

云 Eg者室宍葦 5

会唱位下
九四

完宝霊安分

克実突宍畠主主 突

呈会呈只き莞突 き

下

十

分

位

般匂ニ・一一口

式一
T
A
A

屯一
-
U
2
h

式
也
・
一
九

品
目
了
五
九

七{]・さ一

六一
-
N
D

七二一・九名

古円八・九一

六八・屯
Z

第

一

十

巻

(
第
四
競

h
I
C
)
 

最

、It--
』，、，，
B
E
E
a

』F'

配

列

。

脂

歪

与

EE・口口

五
A
・同五

士一い千円
Z

六
五
・
回
国

王品目・
4

ハA

山」一・缶五

五九・口一

声
玉
・
E
-

士山
Z
・省同

士山田・一〔〕 低

一回・一
A

一九・ヴ一山

Z
同・八一

ユ
九
・
指
向

-z・亘瓦
三
一
・
五
回

同
占
・
出
ユ

ユ
回
・
口
先

一一占・
A
ロ

ヨ一一・七品

一、位
L
、

号

E
E
S
に
於
て
は
、
特
殊
工
業
品
を
最
高
-
乙

L
、
燃
料
、
繊
維
工
業
品
、

建
築
材
料
、
金
属
が
総
平
均
の
上

繊
維
正
業

宜

表

抽
刷
物
倒
指
数
、
結
矧
物
倒
拍
肢
の
同
列
白
騎
及
び
歪
み
(
明
治
一
-
7
T
三
年
十
月
乃
豆
大
正
十
三
年
七
月
}

ハ
ム
ハ
凹

最
三元

唱さ

亘
一
口
・
ニ
ロ

一一八八・一三

一一八九・

2
一

一一百二・
ATM

三
一
元
・
里
一

ユ丸岡・八百〕

ニ九一・一一-一

-
一
七
千
喜
一

一
レ
右
中

γ
八五

一
七
了
金

↓
一
口
手
口
五

=一品

7
哲
三

ニ
一
一
?
一
五

一三
A
・一回

一六回・五一

-
1
〕一?五八

一
七
九
噂
七

E
唱

以
下
雑
品
、
肥
料
、
穀
物
、
調
味
料
噌
好
品
の
順
序
で
ゐ
る
。

十
口
・
き
二

+
ロ
・
翌
九

十
口
・
A
Z品

+
口
・
者
三

十
口
・
七
4
4

+
口
・
A
一五

斗

?
A孟
~ι

+
口
・
四
九
回

+
口
・
告
占

+
口
・
A
一正

ω
r
2
2
2
m
で
は
、

つ

τゐ
る
。

口
問
、
特
殊
工
業
品
、
(
総
平
均
)
を
へ
て
、
建
築
材
料
、
燃
料
、
穀
物
、
金
属
、

調
味
噌
好
日
間
、
肥
料
の
順
序
を
ご

第
第
六
表
は
、
世
界
戟
雪
勃
竣
前
の
数
字
で
あ
る
。

表

封

艦
、h

l
l』
s
t〉
t
f
E
1
1
1
ノ

配

列

由

幅

歪

み

?
-
E
E
+口・
-nHH

?
宍
喜
一
+
0
・
四
回
孟

a

ロ
・
一
一
毒
血

?
Z
E
 

?
-
R
2
 

口・一一亘一三

守
完
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品
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線
物
償
指
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種
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物
償
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駒
山
肥
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白
幅

A
V歪
み
(
明
治
三
十
三
年
十
月
乃
至
大
孟
三
年
七
月
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十
ロ
・
4
A
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十
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語
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イ
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・
咽
八
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+
ロ
・
官
宇
和
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口
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44-R

+
ロ
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重
唱



設

物
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味
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晴
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繊

維
工

業
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金
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燃
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建
築
材
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昧
工

業
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肥
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平
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同
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T
一五

一
口
?
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ょ
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分
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鑑
一
D
T
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室・式巴

k
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d
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室
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四
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中

位

殿

A
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八
宇
田
八

今亨争写字 芋 亨 宇
宙究き完 全温宅室

下

問

分

位

験実
・
哲
一

実
・
八
九

直
・
量

-
R
八
・
口
証

明三・一一一

望
7
Z
O

R--
茜

実
・
実

主
・
-ZA

き
・
宅

下

十

分

位

脚内
一
・
国
語

点

芸

七円一・千百九

J27回口

内心・
u
s
A

完. 
2 

百

さ
・
八
三
一

七
口
・
八
口

古川豆・九回

方
式
・
九
八

お

艦
、2

1
1
2
E
E》
E
E
E
E
-
-
/

配

列

の

幅

歪

ho

。
口
亘
z
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A
口
・

E=一R

D
・
2
-
h
ι
ロ
・
蓋
一
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肥

列

目

幅

歪

み

主 E
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Jち
窒口

寧享主手宗 寺 手 亨
一七三三~ ~式回式
亡コ jミ 主主 二二 三三 ，、 陸蝿 =三〈 低

五. 
一三五

第
真
に
大
正
三
年
七
月
よ
り
最
近
に
手
一
る
物
債
の
嬰
還
を
第
七
表
に
牧
め
た
。

金工蛾噴調設

業好時

属品 紘 品 料 物 士

表

組
物
情
持
政
、
種
類
物
債
指
監
の
配
則
自
幅
及
wv
歪
L

甲
(
大
正
三
年
七
月
乃
至
大
正
十
二
年
七
月
)

哉、-7八三・吉一

一一
=-7固
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唱

二
百
・
=
E
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一
一

A
U
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主
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=
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一
・
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A
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・
主

口
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=
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0
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・
圭

七八・
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九回・品川一

目九九・一一向

八包・中一円台

品目[)・一一七高

上

十

分

世

鑑
ニ孟口・回一一

九
"古. 
一口

己
八
・
干
八

一四三・一一

日
銀
物
債
指
般
の
研
究

上

回

分

位

勘
右

宇

完

宅
島
・
実

一唱-一・咽
4
4

-一
D
t一・九九

巾

位

指

-回
4

・2

-z-一占一

-Eπ
・四一

一
変
・
ロ
唱

下

回

分

位

抱畠
・
空

-口(〕・ロロ

一口究会一一一

一一宮一・一百

下

十

分

位

抱七
九
・
三
一

A
A
・
国
7
A

留
守
一
三

一
口
也
・
九
品

昔

+
口
・
門
(
〕
一

凸
口
・
同
九
三

回
・
幸
一

手
芸
一

4
口・五回一一

A
口
・
口
七
士
一

九
・
一
品

ム
ロ
・
2
七日ユ

閉
・
喜
一

五・一一
E

A
D
・五
Z
4

ム
口
・
同
九
占

パ
・
一
口

四
・
討
省

A
G
・
一
一
λ
A

4
0
・一一九一

七
・
一
六

ム
ロ
・
ニ
千
百
七

E

・g-
き

口・
D-ι

一Z
?
口
車
華
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E
E

--E=田
]

ロ
・
ロ
回
一
告
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2
一↑突

ロ・口一
E

孟晶

A
D

・董

A
口
・
一
一
Z

A--園
高

A
0
・華宵

4
0
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石

ム
ロ
・
哩
苫

A
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・
喜

E
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D
-
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E
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み
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A

A
内
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一

七
口
・
王
也
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・山一

第
二
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巷

低

四
一
・
五
九

三
千
五
三
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五

凸
口
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富
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-
-
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一
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関

料

建
築
材
料

特

珠
工

業

品

肥

料

雑

品

松

平

均 言命

議

日
銀
物
債
指
数
白
研
究

高

上
十
分

位

般=回A
・7
A

ニ四五・口
h
h

j、.

上
四
分

位

駿
一喜一・
-
A

-
=
宇
八
Z

-rπ
・-Z

-査・
9

一

号
一
回
・
毒
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中
位
駿

-
hハ・八ニ

-z一・
-z

-
畠
・
ユ
八

-回
E

・g-
一-RZ・堕

n

-
蓋
・
莞

下
四
分

位

動
一
口
宇
宍

些
一
・
央

-
E
回
・
室

八
宇
田
一

=-一・
Z
唱

-
完
・
実

下
十
分

位

敷
金一・九八

担問・一〔)

一口九・五一

七回・主一
4

A

一-u耳目
A
7
7屯
九

第
一
一
十
巻

(
第
四
棟
、

主E

} 

最

、‘，
E
'
B

、，t
h
E
'
P
/

配

列

の

幅

歪

み

A
口・一一

空
7

一A
d

先・口一一円

六五・同己

也八・
2
也

U

唱
品
・

2
三 低

喜一・司主

主一・周囲

圭
(
・
占
品

2
A
・省一

同孟・九口

zz・一一口

ムロ・里一一五

十
口
・
己
点
E

+
口
・
回
奈

+
口
・
回
会

十
?
一
五
一
日

十口・阜市
M

ニ
一、也、『、

a
F
J
'
J
J
 劃

畳
、la
w
-
i
l
E
/

阻

列

自

幅

歪

み

ロ
・
-
窒
一
ム
0
・
琵
岨

口・
-
A
実

A
O
-
-
軍

?
口
八
回
国
十
口
・
一
一
-
品

。
・
一
一
亘
書
ム
ロ
・
藁

口
・
一
一
一
生
ム
ロ
・
言
一

白
ム
ロ
唱
ハ
ム
白
長
室

第
六
表
芭
第
七
表
Z
は
世
界
戦
守
の
前
後
の
時
期
を
調
ぺ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
爾
岩
を
比
較
す
る
ご
、
興
味

最
一正十三一

三口ニ・九也

圭一
A

・M-一昌
一五回・
A
C

コ丸一・一宮一

-
t
完
・
吾
一

-一匂パ・九古

一九八・缶五

-
百
一
了
』
盲
目

の
あ
る
結
果
を
得
る
の
で
あ
る
。

ωrogロ
E
切
で
は
、
戦
前
に
於
て
、
穀
物
、
金
属
、
(
縛
卒
均
)
雑
品
、
燃
料
、
肥
料
、
特
殊
工
業
品
、
調
味
料
情

好
品
、
建
築
材
料
、
繊
維
工
業
日
開
な
h
J
し
順
序
炉
、
戟
綾
に
は
、
特
殊
工
業
口
問
、
建
築
材
料
、
金
属
、
雑
品
、
穀

物
、
調
味
料
噌
好
品
、

肥
料
、
燃
料
、
繊
維
工
業
品
、
(
総
平
均
)
ご
選
っ
て
ゐ
る
o

十
よ
り
ム
の
方
向
に
進
ん
だ

あ
る
。

の
は
、
殻
物
、
繊
維
工
業
品
、
金
属
、
燃
料
、
肥
料
、
(
総
平
均
)
で
あ
っ
て
、
穀
物
ご
(
線
卒
均
)
ご
が
其
極
端
で

ム
よ
b
+
に
進
ん
だ
も
の
は
、
調
味
料
晴
好
品
、
建
築
材
料
、
特
殊
工
業
品
、
雑
品
で
あ
っ
て
、
共
械
端

な
る
例
ご
し
て
特
殊
工
業
口
聞
及
び
建
築
材
料
を
ゐ
げ
る
事
が
出
来
る
。

突
に
戦
前
戦
後
の
内
凶
O
E
ω
E
S
を
鬼
る
。
戦
前
は
、
調
味
料
噌
灯
口
阿
佐
最
高
言
し
、
燃
料
、
肥
料
、
(
線
卒
均
)
、



特
殊
工
業
品
、
穀
物
、
金
属
、
繊
維
工
業
品
、
雑
品
、
建
築
材
料
の
順
序
な
り
し
が
-
戦
後
に
至

b
-
建
築
材
料

を
最
高

t
L
、
燃
料
、
肥
料
、
穀
物
、
雑
口
問
、
調
味
料
噌
好
日
叩
・
金
属
、
(
総
平
均
)
、
繊
維
エ
業
品
、
特
殊
工
業

ロ
聞

E
Z
P
A
順
に
護
っ
た
の
で
あ
る
。
程
度
の
差
こ
そ
ゐ
れ
、
戦
前
よ
b
戦
後
に
か
け
て
何
れ
の
指
数
の
巳
旦
山
片
山
富

も
増
加
し
て
ゐ
る
。
殊
に
建
築
材
料

3
・0
ニ
四
五
よ
り
0
・
一
入
五
八
へ
)
、
雑
品
(
Q
・0
ニ
六
六
よ
り
0
・
三
五
五
℃
、
穀
物

(
0
・0
三
一
二
よ
り
0
・
一
三
七
O
こ
の
如
き
、

tF
著
例
で
あ
る
。

四

物
園
慣
指
数
の
配
列
の
幅
及
び
歪
み
は
、
物
師
団
指
数
整
理
の
第
一
案
で
あ
る
。
然
L
配
列
の
幅
三
五
ひ
、
歪
み
ご

云
ひ
、
物
侵
指
数
獲
動
の
「
時
の
順
序
」
を
問
題
外
に
置
き
、
只
ぞ
の
会
健
に
存
す
る
型
を
考
究
し
た
に
過
ぎ
な
い

の
で
ゐ
る
o

惑
に
整
理
の
第
二
案
ご
し
て
縫
化
の
隔
の
問
題
が
生
れ
て
〈
る
の
で
あ
る
。

今
般
に
次
の
如
き
二
つ
の
物
債
指
数
が
あ
る
ご
す
る
。

I
Z
H
t
を
比
較
す
る
。
是
の
最
高
値
は
二
百
に
し
て
五
回
、

そ
の
最
低
値

は
百
に
し

τ六
回
で
あ
る
。
此
鮎
に
於
t
は
、
雨
者
は
少
し
も
異
ら
な
い
。
然

し
縫
化
の
仕
方
Z
一
五
ふ
駄
を
考
へ
て
来
る
ご
、
非
常
に
達
っ

τゐ
る
の
で
ゐ
品
。

恰
も
等
し
き
面
積
よ
り
な
る
こ
闘
が
異
b
た
る
海
岸
線
影
有
L
得
る
様
に
、
紹

相
到
敷
か
ら
云
っ
て
同
じ
型
に
属
す
る
こ
つ
の
物
価
個
指
数
も
違
っ
た
動
き
方
を
芭

諭

業

日
銀
物
債
指
鍛
の
研
究

第
一
一
十
巻

(
第
固
瞬

五
一
ニ
)

大大一七



諭

叢

目
銀
物
債
指
監
白
研
究

第
二
十
巻

(
第
四
班

五
四
)

六
六
λ

hJ
得
る
の
で
あ
る
。
品
偶
者
は
十
回
畿
化
L
、
郎
も
五
回
一

(UOd刊
づ
、
増
加
し
、
五
回
五

O
M判
づ
、
減
少
し

τぬ

る
。
之
に
反
し
、
前
者
に
は
僅
か
に
一
回
の
菱
化
あ
る
の
み
、
而
も
其
養
化
た
る
や
一

(
U
O
U刊
の
増
加
で
あ
る
。

一
は
敏
性
、
他
は
鈍
性
で
あ
る
。

こ
の
考
へ
方
合
押
し
進
め
て
行
〈
ぜ
、
最
高
、
最
低
、
中
位
数
、
配
列
の
幌
、

歪
み
が
等
し
き
物
侵
指
数
の
聞
に
て
も
、
敏
性
E
A
ぴ
鈍
性
の
結
に
於
て
大
な
る
相
違
が
ゐ
り
得
る
誇
で
ゐ
る
。

品
鋭
化
の
帽
を
明
か
に
す
る
に
は
、
稀
々
の
方
法
が
考
へ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
犯
は
第
一
い
い
、
「
愛
化
の
度
数
」

を
勝
賞
、
下
落
、
保
合
の
三
ワ
の
場
合
に
分
も
算
定
し
た
。
却
も
一
定
期
聞
の
中
、
物
価
闘
が
何
回
愛
化
し
(
騰
貴
、

下
落
)
、
何
回
静
止
(
保
合
)
し
て
ゐ
た
か
を
調
べ
た
の
で
あ
る
。
突
は
「
騰
賞
、
下
落
の
幅
」
で
あ
る
o

軍
に
騰
落

の
回
数
の
み
に
て
は
満
足
せ
令
、
そ
の
騰
落
の
程
度
が
前
月
に
劃
し
て
幾
何
の
割
合
を
占
め
て
ゐ
る
か
を
明
か
仁

し
た
。
そ
の
割
合
の
最
高
、
最
低
及
び
算
術
平
均
を
そ
れ
ん
¥
騰
貴
の
幅
、
下
落
の
幅
ご
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

第
三
は
「
鐙
化
の
隔
の
卒
均
」
で
あ
る
。
こ
れ
、

一
定
期
間
に
於
げ
る
物
横
騰
落
の
割
合
の
絶
封
値
を
合
計
し
て
分

子
ピ
し
、

一
定
期
間
の
月
数
を
分
母
正
し
て
得
た
る
分
数
で
あ
る
。

H
T
母
の
月
数
の
中
に
物
償
保
合
の
時
が
合
ま

れ
て
ゐ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
蒸
し
騰
落
の
割
合
が
毎
月
賞
り
幾
何
の
程
度
に
上
る
か
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

日
銀
卸
責
物
価
胴
指
数
の
基
礎
商
品
五
十
六
の
中
か
ら
十
四
重
要
品
目
を
選
び
、
党
戸
内
盟
化
の
度
数
、
騰
落
の
幅
・

鍾
化
の
幅
の
卒
均
を
次
の
如
〈
に
算
定
し
た
の
で
あ
る
。
第
八
表
に
於
て
は
戟
宇
前
の
時
期
を
扱
っ
た
。
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:0. 
五

二
七
・
八

A 
O 

二
五
・
七

七

ニ
0
・四

七

4己

E 
四

一
六
五

。。じ

O 
ブL
九

二五
-・プ之 プミ

じ

五
・
七

七
回、-、

F
A
ノ

五
九

O 
E 

J、九

。
凹

ーヒ

二
人
・
九

t二

一
七
・
五

F、

ニ
七
・
ニ

九

一-

ノ、

一
入
・
六

ブL

-
九
・
セ

，、

ニ
四
・
七

-
八
・
三

九

ニ
Z
7
0

七

-
五
・

o

ブし

-
五
・

o

第
八
表
ご
封
照
し

τ、
世
界
戦
守
勃
俊
後
大
震
災
に
至
る
迄
の
時
期
に
於
け
る
鍵
化
の
帽
を
明
か
に
す
る
刷
局
め

九

ニ
0

・。

に
、
棄
に
第
九
表
を
作
製
し
た
。

論

~ 

日
根
物
倒
棺
般
の
研
究

第
二
十
巻
(
第
四
腕

五
五
)

ハムハ九



昨

'" 
草寺

米A、砂、盤日

本

酒

西

洋

茸

生羽

二

重

綿洋鋼石木洋

叢
二九

表

日
鉱
物
償
措
監
由
研
究

箇
刷
物
情
持
動
の
漉
化
白
脆
(
大
正
二
年
七
月
乃
至
大
正
十
二
年
セ
月
}

第
二
イ
巻

勝
E 
A 

主甚

五
七

時
理
化
の
度
数

賞

下

落

保

合

最

騰
貴
の
幅
(
V
4
)

高

算
措
平
均

最
~~ 
ノ、

亙

(
第
四
競

健

最

五
六
)

下
落
の
幅
(
九
)

高

算
術
平
均

ハ
七

O
最

詩
型
化
の
帽
の

低
平
均
(
え
)

一

五
ニ
・
回

駒

五

阿

E 
同

プミ
宜

F、

同
O 

大~~ 

r、

四
五 四七

- 0 
三大

λ ~~ 

p、

E 

一
七
五

王
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・
大

ミ
L
I
L

プ
プ
・
7

五
入
・
阿

九
六

凡
四

四
二
四
一

O
ニ・
1

九
四

-
A

え

ゴL

=
λ
λ
ニ
ニ
穴
・
五

七

0
・大

λ 

O 

回

λ. 
O 

五
一
・

E

ハ
λ

・E

四
回
二
一
一

九
五

五
Q

・o

穴
穴
・
-

四
七
・
穴

八
・
九

七

-
A
セ
・
王

国
・
ニ

四

齢

五
亙

百
六

四

，、

ゴし

E 

入
O 

五
一
・
λ

七
ニ
・
大

O 

一
六
七

五
四
七
一

O
七
・
ニ

三
九
・
ニ

七

五
4三
九

λ
0・ニ

穴

-
-
A

占

ハ

四
丸
・
丸

持.酷

四
:JL ~~ 

r、

i¥ 

1!9 

三
六

O

二
九
・

0

回
C 

大

0
・大

回

。亙七

一
ハ九・
λ

豆
七
・
ニ

七
四
・
λ

六
九
・
一

四

0
・

r、
六

二
四
・
七

七
二
・
=

五
六

島『白

方疋

五

一
四
O
六

九
七
・
λ

r、

i¥ 

三
五
・
丸

五
三
・
九

四

八
四
・
八

材紙

大

O 

四主工

四

四
七

=一O
四

一
二
五
七

六

三
五
・
九

-jc 

一λ
七

七

-
丸
・
士

ゴL

四

O 

ニ
丸
2
A

プミ

第
八
表
ご
第
九
表
ご
を
比
較
す
る
、
己
、
大
戦
勃
畿
叫
悼
の
物
債
の
盤
化
が
戦
前
の
そ
れ
よ
り
蓬
仁
大
な
る
を
見
る

~r、

三
七
・
五

の
で
あ
る
。
以
下
、
戟
前
職
後
の
二
期
に
分
も
、

そ
の
縫
化
の
度
敷
、
騰
落
の
幅
、
麓
化
の
卒
均
を
比
較
す
る
事



ざ
す
る
。

獲
化
の
幅
の
卒
均
に
つ
い
て
見
る
に
、
各
品
目
共
に
世
界
戦
守
以
来
著
L
〈
増
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
物
価
恨
の
議
化

が
戦
争
に
基
き
非
常
な
る
影
響
を
蒙
ち
し
事
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

叶
慨
に
洋
錨
(
戦
前
は
一

A
・
一
二
塁
戦
後
は

八
四
・
八
尾
)
、
洋
紙
(
職
前
一
一
・

o
z戦
筏
一
二
七
・
五
%
)
の
如
、
き
其
趨
例
で
ゐ
る
o

只
例
外
ご
し
て
西
詳
実
正
盛
己

を
数
へ
る
事
が
出
来
る
。
蓋
し
世
界
戦
等
以
前
の
時
期
1
1
4郎
も
日
露
戦
事
を
合
む
時
期
|
|
仁
於

τ、
西
洋
莫

は
五
・
七
町
喝
を
一
不
[
、
捕
は
三
三
・
入
V
4
を
示
し
て
ゐ
た
の
に
、
大
正
三
年
以
後
に
於
て
は
、
前
者
は
僅
に
四
・
ニ

え
に
後
者
は
入
・
九
匁
に
減
少
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

騰
貴
の
隅
及
び
下
落
の
幅
に
つ
い
て
も
、
師
硬
化
の
隔
の
卒
均
に
於
け
る
ご
同
様
の
事
買
が
考
へ
得
ら
れ
る
。
凡

て
の
物
価
聞
は
世
界
戦
争
勃
後
以
来
非
常
に
康
い
足
取
で
騰
落
し
党
の
で
あ
っ
た
。
例
外
を
な
し
て
ゐ
る
の
は
捕
の

騰
賓
の
幅
の
み
で
あ
る
。

更
に
盛
化
の
度
数
を
調
べ
よ
う
。
該
に
も
前
吉
岡
じ
様
な
傾
向
を
見
受
り
る
。
撞
、

日
本
酒
、
西
洋
葉
、
生
紙

の
例
外
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
別
に
す
る
官
、
世
界
戦
争
後
保
合
の
度
数
が
割
合
に
少
く
な
っ
た
の
で
み
る
o

殊
に

洋
銀
の
知
き
、
其
保
合
の
度
数
の
割
合
が
戦
前
、
併
な

b
し
も
の
が
戦
後
に
て
は
砕
に
減
じ
て
ゐ
る
。
之
に

反
し
、
櫨
の
保
合
の
度
数
の
割
合
は
戦
前
の
酔
に
劃
L
戟
後
の
齢
、
西
洋
支
は
戦
前
の
掘
に
謝
L
山
中
山

吉
、
何
れ
も
増
加
し
て
ゐ
る
。

論

叢

日
組
物
慣
指
針
の
研
究

第
二
十
巻

(
第
四
統

五
七
)

ハ
七



f市

議

日
輯
物
倒
指
控
目
研
究

第
二
十
巻

{
第
四
親

五
人
)

六
七

莫
仁
、
明
治
三
十
三
年
十
月
乃
至
大
正
十
二
年
七
月
の
過
去
二
十
三
年
間
の
会
僅
の
期
聞
を
捕
へ
て
、
物
贋
愛

湿
の
跡
を
た
づ
ね

τ見
る
。
第
十
表
は
此
目
的
の
斜
め
に
作
製

L
た
も
の
で
あ
る
。

米高J撞日

本

酒

西

洋

瓦

生羽

二

重

t同誌洋銅石木洋
第

十

表

筒
刷
物
債
指
数
の
嬰
化
白
幅
(
明
治
三
十
三
年
十
月
乃
重
大
正
十
二
年
七
月
)
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時
理
化

ω度
数
に
膝
C
共
大
小
の
順
序
に
配
列
し
て
鬼
る
ご
、
次
の
撲
で
ゐ
る
o

騰
貴
の
度
数
は
・
米
を
最
高
正

し
、
小
山
君
、
砂
糖
、
生
紙
、
綿
線
、
相
判
ニ
章
、
銅
、
石
炭
、
日
本
酒
、
洋
畿
、
木
材
、
袋
、
洋
紙
、
西
洋
琵
の
順

で
あ
る
。
下
落

ω場
合
は
、
洋
鋭
、
綿
付
師
、
生
紙
、
砂
糖
、
小
姿
、
米
、
鋼
、

日
本
酒
、
澗
二
重
、
石
衆
、
木
材
、

捕
皿
、
洋
紙
、
そ
し
て
西
洋
美
が
最
後
に
位
し

τゐ
る
。
保
合
の
場
合
は
、
西
洋
葉
よ
b
始
ま
り
、
洋
紙
、
盛
、
木

材
.
石
炭
.

日
本
酒
、
洋
銭
、
銅
、

m羽
二
重
、
砂
糖
、
生
線
、
米
、
小
変
を
へ
て
綿
綿
に
終
っ
て
ゐ
る
。
西
洋
葉
、

洋
紙
及
び
捜
は
、
騰
落
の
度
数
で
は
常
に
最
少
で
あ
る
が
、
保
合
の
敏
か
ら
一
五
へ
ば
第
一
位
を
占
め
て
ゐ
る
。

る
ご
、
雄
、
洋
紙
、
洋
鎖
、
西
洋
菜
、
日
本
酒
、

臨
腕
落
の
幅
を
見
る
場
合
に
は
、
騰
貴
言
下
落
ご
を
日
四
別
す
る
必
要
が
ゐ
る
o

騰
貴
の
幅
の
算
術
平
均
を
算
定
す

小
高
賞
、
木
材
、
綿
線
、
生
紙
、
米
、
砂
糖
、
沼
二
重
、
鋼
、
石

裁
の
順
序
で
あ
る
。
下
落
の
帽
の
算
術
平
均
の
場
合
に
は
、
小
委
を
最
高
ご
し
、
洋
紙
、
雄
、
綿
紙
、
米
、
洋
鎖
、

坐
一
紙
、
日
本
酒
、

mm
二
重
、
砂
糖
、
銅
、
木
材
、
石
炭
、
西
洋
買
に
絡
つ

τゐ
る
。
各
品
目
共
に
、
勝
也
貝
の
幅

ω

算
術
平
均
ご
下
落
の
幅
の
そ
れ
ご
が
大
健
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
米
の
如
き
騰
落
の
幅
の
い

づ
れ
に
於
て
も
四
三
・
九
九
ご
云
ふ
数
字
を
一
市
L
て
ゐ
る
。
然
る
に
西
洋
食
ご
撞
さ
は
滋
に
も
例
外
を
示
L
、
そ

の
騰
貴
の
幅
の
算
術
平
均
は
そ
の
下
落
の
幅
の
算
術
平
均
の
二
倍
叉
は
六
倍
に
上
っ
て
ゐ
る
。

最
後
に
盤
化
の
幅
の
卒
均
を
見
る
o

大
小
の
順
序
に
配
列
す
る
ご
、
小
高
賞
、
洋
鋭
、
綿
紙
、
生
紙
、
米
、
日
本

酒
、
砂
糖
、
須
二
重
、
銅
、
盛
、
木
材
、
石
炭
、
洋
紙
、
西
洋
蓑
の
順
序
仁
な
る
。
捕
、
西
洋
震
は
洋
紙
芝
共
に

論

叢

日
銀
物
倒
指
監
の
研
究

第
二
+
告

{
第
四
抗

五
カ
)

ハ七



間門

前

叢

日
銀
物
情
相
監
の
研
究

第
二
十
巷

(
第
四
蹴

六円
U
)

六
七
回

議
に
も
特
殊
の
地
位
を
占
め

τゐ
る
。

鐙
化
の
度
数
E
A
び
幅
か
ら
見
る
仁
、
或
穏
の
商
品
は
敏
性
を
示

L
・
他
の
も
の
は
鈍
牲
を
帯
び
て
ゐ
る
。
例
へ

ば
主
要
食
料
品
た
る
米
は
寧
ろ
敏
牲
に
麗
し
、
政
府
専
貰
課
税
品
た
る
西
洋
蓑
は
芸
品
盟
勤
が
鈍
な
り
ご
一
五
ふ
べ
き

で
あ
る
o

最
近
二
百
七
十
三
ヶ
月
間
に
、
米
価
慣
は
百
四
十
一
回
騰
貴
し
、
百
人
回
下
落
し
、
保
令
の
事
二
十
四
回

な
り
し
に
、
西
洋
茸
の
値
段
は
十
九
回
下
落
L
、
十
九
回
騰
貴
L
、
而
し
て
二
百
三
十
五
回
保
令
で
ゐ
る
。

盤
化
の
幅
の
卒
均
を
云
へ
ば
、
米
同
慣
は
四

0
・
0
%、
西
洋
支
の
指
数
は
五
・
一
匁
で
ゐ
る
。
米
債
ご
西
げ
震
の

値
段
ご
は
杯
端
な
る
一
例
で
あ
る
が
、
大
小
の
耗
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
凡

τの
物
園
聞
は
敏
性
又
は
鈍
性
の
何
れ
か

に
属
す
る
り
で
あ
る
。

品
川
、
敏
性
鈍
性
の
問
題
に
閥

L
一
言
添
へ
て
置
き
た
い
事
が
あ
る
o

こ
れ
、

日
銀
卸
貢
物
園
慣
指
数
が
、
卒
均
相

場
を
各
月
に

z
h
、
且
つ
明
治
三
十
三
年
十
月
分
を
一

ootし
て
算
出
せ
る
よ
勺
生
子
る
結
果
で
あ
る
。
第
一

仁
、
平
均
相
場
を
各
月
に
ご
っ
て
ゐ
る
結
果
ご
し
て
、

一
ヶ
月
以
下
の
期
間
(
月
の
上
宇
、
下
竿
)
(
上
旬
、
中
旬
、

下
旬
)
(
毎
日
)
に
如
何
な
る
物
横
山
愛
動
が
起
っ
て
ゐ
て
も
、
三
れ
を
敏
性
鈍
性
の
問
題
ご
し
て
物
価
慣
指
数
の
上

に
反
響
せ
し
な
る
事
が
出
来
な
い
。
第
二
に
、
明
治
三
十
三
年
十
月
の
物
療
を
一

O
Oご
し
て
算
出
し
て
ゐ
る
か

ら
、
そ
の
百
分
の
一
未
満
の
援
化
が
あ
っ
て
も
、
芸
品
盟
化
が
指
数
の
上
に
は
現
は
れ
て
来
な
い
場
合
の
あ
る
事
が

考
へ
待
ら
れ
る
。
従
っ
て
物
慣
が
明
治
三
十
三
年
十
月
の
そ
れ
よ
り
低
位
に
ゐ
る
時
に
は
(
例
へ
ば
λ
の
白
時
忙
は
)
、



百
分
の
一
を
超
ゆ
る
獲
化
(
百
分
自
一
・
二
一
と
で
な
け
れ
ば
指
数
の
上
に
影
響
が
な
い
事
が
あ
り
、
物
慣
が
明
治
三
十

三
年
十
月
の
壬
れ
よ
り
高
位
に
あ
る
‘
時
に
は
(
例
へ
ば
λ
の
0
0
時
に
は
)
、
百
分
の
一
未
満
の
獲
化
(
百
分
自
0
・
ゴ
一
五
)

で
も
立
浪
に
指
敏
ゆ
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
ご
な
る
の
で
あ
る
o

物
債
の
ほ
位
に
あ
り
し
戦
前
に
於
て
、
持
盟
化
の

度
数
少
〈
援
化
の
幅
一
F
狭
く
、
物
債
の
高
位
に
上
h
し
戦
後
に
至
り
、
保
合
の
場
合
少
く
遜
化
の
幅
が
大
に
な
っ

た
の
は
、
多
少
は
こ
の
技
術
的
方
面
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

ょ
の
二
つ
の
駄
に
就
て
は
、
可
な

り
考
慮
す
る
必
要
が
ゐ
る
。

宜

以
上
三
一
項
に
わ
た
り
、

日
本
銀
行
卸
貨
物
債
指
数
の
研
究
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
範
園
の
中
に
於

て
は
、
先
寸
筒
別
物
横
指
数
の
標
準
時
期
の
援
一
真
骨
企
て
、
次
に
怖
別
物
債
指
数
を
綜
合
す
る
に
営
、
り
算
術
卒
均

の
代
b
に
幾
何
学
均
を
用
ひ
E
纏
物
贋
指
数
台
算
定
し
た
の
で
あ
っ
ロ
。
新
し
い
研
究
範
囲
ご
し

τは
、
物
価
慣
指

放
的
型
を
示
す
に
、
卒
均
以
外
に
配
列
の
幅
及
び
歪
み
を
調
べ
た
富
市
吉
、
真
に
物
債
指
数
の
援
動

ω隔
を
明
hr
に

し
た
貼
ご
を
泉
げ
る
事
が
出
来
る
。

従
来
物
債
指
数
の
研
究
に
際
し
、
そ
の
普
遁
性
を
求
む
る
の
念
な
る
伶
り
、
細
部
の
組
織
に
立
も
入
ら
な
い
弊

を
件
ふ
事
が
ゐ
つ
花
。
標
準
時
期
三
五
へ
ば
明
治
三
十
三
年
十
月
ご
一
五
ふ
不
動
貼
よ
り
出
費
し
、
物
横
指
数
の
型

Z
云
へ
ば
一
の
算
術
平
均
一
r
或
は
こ
れ
に
最
高
ご
最
低
己
を
加
へ
た
も
の
で
表
は
し
て
ゐ
た
り
で
あ
る
。
然
し
過

論

叢

日
銀
物
僧
指
取
り
研
究

第
二
+
容

(
第
四
披

/、

) 

六
七
五



論

2僅

日
銀
物
情
指
殿
山
研
究

第
二
十
巷

(
第
四
棟
大
ニ
)

六
七
六

度
の
普
遍
化
は
、
往
々
に
し

τ、
組
織
分
子
の
有
す
る
重
要
な
る
特
性
・
伊
設
却
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

仁
相
到
し
、
私
は
先
づ
標
準
時
期
を
全
睡
の
期
間
に
求
め

τ、
会
鱒
ご
部
分
Z
の
連
絡
を
密
に
し
た
の
で
あ
る
o

夏

に
、
配
列
の
幅
及
び
歪
み
に
よ
っ
て
、
平
均
よ
り
偏
す
る
事
幾
何
な
り
や
を
算
定

L
た
の
で
め
る
。
最
後
の
部
理
化

こ
れ
を
鈍
性
敏
性
を
明
hr

に
tι
矯
め
に
用
ひ
た
の
で
あ
っ
た
の
蓋
し
、
物
園
慣
指
数
の
普
遍
性
は
、
此

等
の
特
異
性
を
知
る
事
に
よ
り
.
始
め
て
正
嘗
に
理
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
も
し
こ
の
考
へ
方
が
許
き
れ
た

の
幅
は
.

な
ら
ば
、
恰
も
千
差
高
別
の
標
準
時
期
、

配
列
の
幅
及
び
歪
み
、
一
奥
に
敏
性
ピ
鈍
性
の
如
き
も
の
司
」
号
、
物
師
憤
指

数
研
先
の
重
要
題
目
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
私
は
事
賓
そ
り
も
の
、
吟
味
苫
共
に
研
究
方
法
の
選
鐸
に
も
留
意

L
た
の
で
あ
っ
た
c

只
鯛
る
ぺ

く
し
て
鯛
れ
な
か
っ
た
範
園
の
少
(
な
〈
(
例
へ
ば
基
礎
商
品
・
基
礎
銘
柄
、
秤
量
、
各
月
に
於
り
る
五
十
六
箇

別
物
倒
指
数
の
配
列
の
嗣
及
び
否
み
の
如
き
て
且
つ
取
扱
っ
た
範
囲
内
で
も
倫
研
究

ω俄
地
を
残
し
た
事
は
(
例

へ
ば
物
煩
指
数
の
型
を
知
る
に
際
し
舌

E
r
t
E
E
F
ω
r
2
R
E
F。
E
』

E
E
-
E
を
出
で
宇
、
叉
物
贋
愛
勤

の
隔
を
稀
類
物
債
指
数
及
び
総
物
債
指
数
に
つ
い

τ調
さ
さ
り
し
が
如
き
)
、
残
念
な
が
ら
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
、
少
〈
ご
も
犯
の
取
扱
ハ
ノ
た
範
国
・
私
の
鯛
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
或
桂
度
ま
で
の
研
究
を
遂
げ
党
の
で

あ
る
o

要
す
る
に
、
物
横
指
数
研
究
の
一
つ
の
試
み
で
ゐ
る
。

日
本
銀
行
の
佐
々
部
晩
稔
氏
及
び
大
蔵
省

ω
松
田
知
雄
氏
に
、
そ
の
材
料
提
供
の
御
好
意
を
謝
す
る

日
取
絞
に
、

の
で
あ
る
。

(
一
九
二
回
、

一、
O 
) 


